
各
校
の
取
り
組
み
と
し
て
、

児
童
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
交

え
た
「
い
じ
め
対
策
委
員
会
」

を
設
置
し
て
い
る
学
校
が
多

く
み
ら
れ
ま
し
た
。

い
じ
め
を
題
材
に
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
を
行
っ
て
い
る
学
校

も
あ
り
ま
し
た
。
い
じ
め
る

側
、
い
じ
め
ら
れ
る
側
、
傍

観
者
の
役
を
児
童
が
演
じ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
気
持
ち
に
な
っ

て
話
し
合
い
、
い
じ
め
防
止

に
つ
な
げ
て
い
る
よ
う
で
す
。

子
ど
も
の
性
格
は
さ
ま
ざ

ま
で
、
お
お
ら
か
な
子
も
い

れ
ば
、
些
細
な
こ
と
を
気
に

す
る
子
も
い
ま
す
。
「
相
手

が
不
快
に
思
え
ば
、
そ
こ
か

ら
い
じ
め
は
始
ま
っ
て
い
る

の
で
は
」
と
の
意
見
が
出
ま

し
た
。
助
言
者
の
先
生
か
ら

は
「
ど
の
よ
う
な
出
来
事
が

あ
っ
た
の
か
を
記
録
し
、
担

任
に
伝
え
ま
し
ょ
う
」
と
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
相
手
を
気
遣
う

心
を
持
つ
事
、
相
手
の
気
持

ち
に
な
っ
て
考
え
て
み
る
事

が
、
い
じ
め
防
止
の
第
一
歩

だ
と
考
え
ま
す
。

あ
い
さ
つ
運
動
を
行
い
、

言
葉
を
か
け
る
こ
と
に
よ
り
、

先
生
・
保
護
者
・
友
達
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生

ま
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

名
古
屋
、
川
崎
で
悲
し
い

事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
事
が
起
き
な
い
た
め

に
は
、
何
を
す
べ
き
か
考
え

話
し
合
い
ま
し
た
。

家
庭
内
で
学
校
や
友
達
の

事
に
つ
い
て
、
自
ら
話
を
す

る
子
・
話
さ
な
い
子
・
聞
け

ば
話
す
子
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
そ
の
中
で
話
さ
な
い
子

の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
受
け
止
め
る
に

は
、
小
さ
な
変
化
に
い
ち
早

く
気
付
く
事
が
重
要
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
す
る
生
徒
が
減
少
し
て
い

る
今
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
達
と

の
交
流
が
大
切
で
す
。
感
動

す
る
心
や
相
手
の
気
持
ち
を

く
み
取
れ
る
心
を
育
て
る
こ

と
で
い
じ
め
を
未
然
に
防
ぐ

手
だ
て
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

子
ど

も
達

の
間

で
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ

に
よ

る
ト
ラ

ブ
ル

が
多

発
し
て

い
ま

す
。

自
身
の

経
験

も
交

え
、
子

ど
も

に
携

帯
等
を

持
た

せ
て

い
る
・

持
た

せ
て

い
な
い
、
両
者
の
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

持
た
せ
て
い
る
理
由
の
多

く

は

「

習

い

事

の

た

め

」

「
親
の

安
心
材
料

に
な
る

」

で
し
た
。
持
た
せ
て
い
な
い

親
か
ら
は
「
小
学
生
に
必
要

性
を
感
じ
な
い
が
、
将
来
的

に
は
必
要
だ
と
思
う
」
と
の

意
見
が
大
半
で
し
た
。

な
ぜ
携
帯
等
が
必
要
な
の

か
、
ル
ー
ル
は
ど
う
す
る
の

か
を
話
し
合
う
事
が
大
切
で

す
。
ま
た
大
人
が
良
い
手
本

を
見
せ
る
事
も
重
要
で
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
メ
ー
ル
で
の
文

章
の
や
り
取
り
は
、
と
て
も

難
し
く
「
意
図
し
て
い
な
い

誤
解
を
招
い
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
っ
た
」
と
、
具
体
例
も

聞
く
こ
と
が
で
き
、
有
意
義

な
場
と
な
り
ま
し
た
。

各
家
庭
に
お
け
る
携
帯
の

ル
ー
ル
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

持
た
せ
て
い
る
家
庭
で
は
子

ど
も
と
の
約
束
と
し
て
、
使

用
時
間
・
場
所
な
ど
が
話
し

合
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

学
校
へ
の
携
帯
の
持
ち
込

み

は

「

許

可

証

を

出

す

」

「
先
生
に

預
け
る
」

な
ど
、

各
校
に
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
し

た
。
学
校
で
は
マ
ナ
ー
や
危

険
性
を
学
ぶ
た
め
の
講
座
や

教
室
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

親
と
学
校
が
密
に
連
携
し
、

子
ど
も
の
情
報
を
共
有
す
る

こ
と
で
、
良
い
サ
ポ
ー
ト
体

制
が
作
れ
ま
す
。

困
っ
た
時
に
相
談
で
き
る

関
係
を
、
日
ご
ろ
か
ら
築
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

保
護
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
つ
い
て
の
取
り
組
み

が
話
さ
れ
ま
し
た
。
校
内
清

掃
や
バ
ザ
ー
の
出
店
、
地
域

の
行
事
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

大
根
地
区
の
「
ふ
れ
あ
い

通
学
合
宿
」
で
は
、
地
域
・

商
店
・
大
学
生
・
中
学
生
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
で
４

日
間
、
公
民
館
に
宿
泊
し
共

同
生
活
を
送
り
ま
す
。

他
の
地
区
で
も
、
近
隣
の

学
校
や
施
設
と
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
通
し
て
、
異
年
齢
の

か
た
が
た
と
交
流
を
深
め
て

い
ま
し
た
。

学
校
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
任
意
団
体
が
存
在
し
て

い
ま
す
。
主
に
父
親
達
で
構

成
さ
れ
、
運
営
を
し
て
い
る

「
父
親
ク
ラ
ブ
」
等
の
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。

田
畑
の
多
い
地
域
性
を
生

か
し
、
田
植
え
指
導
の
取
り

組
み
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

自
治
会
な
ど
の
協
力
を
得
て
、

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

て
い
る
地
区
も
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
が
戻
る
と
こ
ろ
は

家
庭
で
あ
り
、
地
域
で
す
。

地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
深
ま
り
、
子
ど
も
の
笑

顔
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
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平成27年度スローガン

笑心（えがお）

～子ども達の笑顔が紡ぐ

思いやりの心～

今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
『
笑

心
（
え
が
お
）
～
子
ど
も
達
の
笑
顔

が
紡
ぐ
思
い
や
り
の
心
～
』
と
し
て

い
ま
す
。
心
か
ら
の
子
ど
も
達
の
笑

顔
を
見
る
た
め
に
、
私
達
Ｐ
Ｔ
Ａ
は

何

を

す

れ

ば

良

い

か

？

そ

れ

は

答

え

の

な
い
永
遠
の
テ
ー

マ
で
す
。

笑
顔
の
為
に
何
を
す
べ
き
か
を
皆

さ
ん
と
共
に
考
え
、
共
に
語
り
、
そ

の
断
片
で
も
良
い
の
で
見
つ
け
ら
れ

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
じ
め
問
題
や
携
帯
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

関
わ
る
問
題
等
、
子
ど
も
達
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
急
激
に
変
化
し
て
お

り
、
人
と
人
と
の
関
わ
り
も
希
薄
に

な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
子
ど
も

達
が
笑
顔
で
挨
拶
を
し
、
笑
顔
で
話

し
、
笑
顔
で
接
す
れ
ば
、
人
の
気
持

ち
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
笑

顔
の
連
鎖
が
お
互
い
の
心
に
響
き
、

他
人
を
思
い
や
る
心
を
育
む
第
一
歩

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
為
に
、
私
達
大
人
が
、
本
気

で
夢
を
語
り
笑
う
姿
、
優
し
く
頼
り

に
な
る
背
中
を
見
せ
る
こ
と
で
、
子

ど
も
達
は
自
ず
と
希
望
を
語
り
、
安

心
し
て
笑
顔
に
な
れ
る
筈
で
す
。

子
ど
も
達
と
正

面
か
ら
向
き
合
い

懸
命
に
子
育
て
す

る
親
の
笑
顔
が
響

か
な
い
訳
が
あ
り

ま
せ
ん
。

子
ど
も
達
が
、
未
来
に
対
し
て
夢

や
希
望
を
笑
顔
で
語
り
合
え
る
社
会

環
境
づ
く
り
を
目
指
し
、
こ
の
１
年

共
に
活
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

発 行 秦野市ＰＴＡ連絡協議会

編 集 秦野市ＰＴＡ連絡協議会

情報委員会

事務局 秦野市立南が丘小学校

秦野市南が丘４－１

ＴＥＬ ８２－８４００
印 刷 (有)みうら印刷

各
校
の
特
徴
あ
る

取
り
組
み

４
月

市
Ｐ
連
決
算
・
予
算
総
会

５
月

単
Ｐ
会
長
会

広
報
技
術
講
習
会

会
長
・
情
報
合
同
会

６
月

市
Ｐ
連
会
員
研
修
会

７
月

中
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

Ｐ
連
だ
よ
り
発
行

８
月

日
Ｐ
研
究
大
会
（
札
幌
）

９
月

単
Ｐ
会
長
会

広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク

10
月

中
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

関
東
Ｐ
研
究
大
会

11
月

県
Ｐ
大
会

Ｐ
連
だ
よ
り
発
行

12
月

単
Ｐ
会
長
会

１
月

市
Ｐ
大
会

２
月

会
長
・
情
報
合
同
会

３
月

Ｐ
連
だ
よ
り
発
行

広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル

広
報
紙
展
示
会

市
Ｐ
連
主
催
の
広
報
技
術
講
習

会
が
平
成
27
年
5
月
15
日
（
金
）

秦
野
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
全
国

小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
コ
ン
ク
ー

ル
の
審
査
員
で
あ
る
武
勝
美
先
生

を
講
師
に
迎
え
、
市
内
小
・
中
学

校
か
ら
２
４
２
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

子
ど
も
、
保
護
者
、
地
域

の
思
い
を
伝
え
る
一
つ
の
手

段
と
し
て
広
報
紙
が
あ
り
ま

す
。
広
報
を
通
じ
多
く
の
か

た
が
た
と
接
し
て
、
一
緒
に

子
育
て
す
る
こ
と
が
大
事
だ

と
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

過
去
の
広
報
紙
を
例
に
挙

げ
な
が
ら
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
①
記
事
の
書
き
方
や
見

出
し
の
付
け
方
②
レ
イ
ア
ウ

ト
③
写
真
の
撮
り
方
④
読
み

や
す
い
記
事
の
字
数
、
段
落

の
と
り
方
な
ど
。
わ
か
り
や

す
い
お
話
で
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
初
め
て

参
加
し
ま
し
た
が
、
と
て
も

楽
し
く
わ
か
り
や
す
か
っ
た

で
す
。
早
く
広
報
紙
を
作
っ

て
み
た
い
で
す
」
と
の
声
が

あ
り
ま
し
た
。

平
成
27
年
度

市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
役
員

会

長□
□
□
□
（
南
が
丘
小
）

副
会
長□

□
□
□
□
（
本
町
小
）

□
□
□
□
□
□
（
西
中
）

□
□
□
□

（
南
が
丘
小
学
校
長
）

会

計□
□
□
□
□
（
西
小
）

□
□
□
□
（
大
根
小
）

情
報
委
員
長

□
□
□
□
□
（
上
小
）

情
報
副
委
員
長

□
□
□
□
□
（
東
小
）

□
□
□
□
（
鶴
巻
中
）

顧

問□
□
□
□
（
渋
沢
小
）

□
□
□
□
□
（
北
中
）

□
□
□
□
（
大
根
中
）

事
務
局□

□
□
（
南
が
丘
小
）

心
か
ら
の
子
ど
も
達
の
笑
心
（
え
が
お
）
を

市
Ｐ
連
会
長

小
泉

学

こ

い
ず
み

ま
な
ぶ

【
初
歩
か
ら
始
め
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
づ
く
り
講
座
】

～
読
ま
れ
る
広
報
紙
は
よ
い
活
動
か
ら
～

秦
野
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

（
以
下
市
Ｐ
連
と
省
略
）
主
催

の
会
員
研
修
会
が
6
月
25
日

（
木
）
に
文
化
会
館
と
商
工
会

議
所
で
開
催
さ
れ
、
１
８
９
名

の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
市

内
小
・
中
学
校
が
６
分
科
会
そ

れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
、

情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

早く割れて～もっとよくねらって！

息を合わせて｢せーの」ジャンプ！

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

本
年
度
の
活
動

心ひかれる先生のお話

平成27年度

会員研修会

◆
小
学
校
の
部
◆

《
子
育
て

ご
一
緒
に
》

◆
中
学
校
の
部
◆

◆
小
学
校
の
部
◆

携帯・ＳＮＳについて

◆
中
学
校
の
部
◆

◆
小
学
校
の
部
◆

◆
中
学
校
の
部
◆

第
１
・
２

分
科
会

学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
域
の
か
か
わ
り
方
に
つ
い
て

第
３
・
４

分
科
会

豊
か
な
心
を
育
む
た
め
に

第
５
・
６

分
科
会

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て

分
科
会
の
テ
ー
マ
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ＮＯ.6

秦
野
か
ら
気
仙
沼
へ

広
報
紙
が
つ
な
ぐ
復
興

震
災
後
、
児
童
の
減
少

が
続
く
気
仙
沼
市
で
平
成

27
年
４
月
29
日
（
祝
）
に
初

歩
か
ら
学
ぶ
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報

紙
づ
く
り
講
座
「
こ
う
す

れ
ば
出
来
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報

紙
」
が
三
陸
新
報
社
主
催

で
開
か
れ
ま
し
た
。
講
師

は
□
□
□
先
生
で
す
。
講

座
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

気
仙
沼
へ
、
市
内
小
中

22
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
が

届
け
ら
れ
「
気
仙
沼
に
一

つ
で
も
多
く
の
笑
顔
の
花

が
咲
く
よ
う
に
」
等
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
添
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
い
ま
だ
に
被
災

地
区
が
残
る
気
仙
沼
。
秦

野
か
ら
「
子
育
て
、
笑
顔

の
輪
」
が
つ
な
が
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

◆親子で読もう♪◆
市内小中2２校を3回シリーズで紹介。
気になる学校はあるかな？ ※（ ）内は所在地

ＰＴＡ会長に聞きました
～あなたの学校の自慢できるところは？～

神
奈
川
県
新
聞
社
賞

渋
沢
中
「
ふ
れ
あ
い
の
丘
」

奨
励
賞

西

小

「
西
の
い
ぶ
き
」

平
成
26
年
度
広
報
委
員
の
皆
さ
ま

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

105
号
編
集
委
員
に
は
、
情

報
委
員
唯
一
の
男
性
委
員

も
加
わ
り
、
ま
さ
に
父
母

目
線
の
「
Ｐ
連
だ
よ
り
」

作
り
で
し
た
。
発
行
ま
で

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、

充
実
感
、
達
成
感
を
得
ま

し
た
。
小
中
の
枠
を
越
え

た
交
流
は
楽
し
く
♪
貴
重

な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

【
編
集
委
員
】

□
□
□
□

（
北
小
）

□
□
□
□

（
大
根
中
）

□
□
□
□

（
本
町
中
）

□
□
□
□

（
北
中
）

□
□
□
□

（
広
畑
小
）

□
□
□
□

（
末
広
小
）

市
Ｐ
連
決
算
・
予
算
総
会
終
わ
る

平
成
26
年
度
決
算
総
会
が

４
月
11
日
（
土
）
秦
野
市
文

化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
内
小
中
22
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
、
情
報
委
員
、
学
校
長

ら
が
出
席
し
、
事
業
・
決
算

報
告
を
受
け
、
新
年
度
役
員

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
26
年
度
市
Ｐ

連
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

も
行
わ
れ
、
各
校
広
報
委
員

の
活
躍
を
た
た
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
決
算
総
会
に
引

き
続
き
、
平
成
27
年
度
予
算

総
会
が
行
わ
れ
、
会
長
所
信

表
明
か
ら
始
ま
り
、
新
年
度

ス
ロ
ー
ガ
ン
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
次
に
、
新
役
員
の
紹

介
、
事
業
計
画
案
・
予
算
案

の
承
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
秦
野
市
子
ど
も

の
歌
「
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

Ｙ
ｏ
ｕ

あ
り
が
と
う
」
を
斉
唱
後
、

滞
り
な
く
閉
会
し
ま
し
た
。

新
た
な
メ
ン
バ
―
で
本
年
度

の
市
Ｐ
連
活
動
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

市
内
の
商
店
や
民
家
な
ど

に
張
ら
れ
て
い
る
「
子
ど
も

110
番
の
家
」
と
書
か
れ
た
白

い
ス
テ
ッ
カ
ー
を
見
た
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。
こ
の
ス
テ
ッ

カ
ー
を
張
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
全
体
で
子
ど
も
達
を
見

守
り
、
犯
罪
の
未
然
防
止
効

果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
達
が
不
審
者
に
遭

遇
し
た
時
、
身
の
危
険
を
感

じ
た
時
に
、
い
つ
で
も
駆
け

込
み
、
保
護
し
て
も
ら
え
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
だ
け
で

な
く
、
地
域
の
方
も
避
難
で

き
る
場
所
で
す
。

必
要
に
応
じ
て
、
警
察
へ

の
通
報
や
学
校
・
家
庭
へ
連

絡
し
て
も
ら
え
ま
す
。

「
子
ど
も
110
番
の
家
」
は

秦
野
警
察
署
に
登
録
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
各
家
庭
で
、
子

ど
も
と
一
緒
に
地
域
を
歩
い

て
、
場
所
を
確
認
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 「こんなところにもあったよ！」

一
緒
に
確
認
し
よ
う
「
子
ど
も
110
番
の
家
」

西中学校
（柳町2-5-1）

生徒723名

昭和22年創立

我が校を支える西中サポートクラ

ブは今年で活動9年目を迎え、子ど

も達の為にできる事をするを合言葉

に、仕事や年齢も違う大人達が集ま

り、学校行事、ボランティア清掃、

防犯活動等、子ども、学校、地域の

方々とのふれあいを大切に日々の活

動をしていただいています。

北中学校
（横野101）

生徒394名

昭和22年創立

毎年恒例の行事として、5月の頭

にさつまいもの苗植えを学校隣の畑

をお借りして行っています。

秋に行われる北中収穫祭の中で、

たくさん採れたさつまいもを生徒た

ちにかまどなどを使って料理しても

らい、保護者の方が審査員をする料

理コンテストを行っています。

北小学校
(菩提380)

児童780名

明治6年創立

「鹿が住んでる丹沢の～♪♪」

これ何か分かります？なんと北小校

歌の出だし！「鹿が住んでる」って、

丹沢の豊かな自然に恵まれた北小な

らではの歌だと思いませんか！

豊かな山を守る為、間伐などの森

林体験も行ってます。

詳細はぜひホームページで！

渋沢中学校
（渋沢2030）

生徒430名

昭和59年創立

『挨拶・服装・環境・時間・授業』

がキラッと輝く五つ星中学を目指し、

牛田校長と交わすハッピーハイタッ

チで一日が始まる渋中。挨拶運動は

年５回。有志の保護者の“サポート

隊”による温かい見守りもバッチリ！

駅伝時の渋沢汁は、食べたらやみつ

き必至だよ。

渋沢小学校
（渋沢上1-12-1）

児童823名

昭和50年創立

昨年の創立40周年記念行事の中

で、児童へ渋沢小学校のイメージキャ

ラクターを募集し、たくさんの応募

の中から「渋小仙人」が誕生しまし

た。その姿は渋沢学区の自然の様子

を表現し、みんなの事をいつも見守っ

てくれるかわいい仙人が

住んでいる事が自慢です。

西小学校
（並木町8-1）

児童719名

大正10年創立

西小は創立９５年を迎えます。昨

年１２月に渋沢駅の駅メロ「♪負け

ないで もう少し 最後まで 走り抜け

て～ 追いかけて はるかな夢を♪」

を歌ったＺＡＲＤの坂井泉水さんも

卒業生。先生や保護者そして地域の

方々と協力し、夢に向かって頑張る

西っ子を応援し続けています。

上小学校
（柳川25-3）

児童83名

明治6年創立

上小は児童数83名。入学式・卒

業式に全員が参加します。春には市

内の学校で唯一残る土俵で、相撲大

会が行われます。夏には岩海岸で1

㎞の遠泳があり、6年生が一生懸命

泳ぎます。上っ子をたくましく成長

させてくれるこれらの取り組みが、

上小の自慢です。

堀川小学校
（堀川105-3）

児童454名

昭和57年創立

堀川小学校は、いつも校庭や教室

から聞こえてくる「にぎやかな声」

で迎えてくれます。校舎に入れば、

児童の皆さんがいつもニコニコ、元

気な声で「こんにちは！」とあいさ

つをしてくれます。「また来ようか

な」そんな気持ちにさせてくれる小

学校です。

笑顔あふれる受賞校の皆さん

「子
ど
も
110
番
の
家
」

と
は
？

秦
野
市
内
登
録

お
よ
そ
１
４
３
０
軒

【
お
知
ら
せ
】

か
べ
新
聞
作
り

平
成
27
年
7
月
30
日
（
木
）
、
8
月
20
日
（
木
）
9
時
30
分
～
11
時
30
分

東
公
民
館

８
２
―
３
２
３
２

☆

★
編
集
後
記
★
☆


